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神戸大学交響楽団　第73回定期演奏会
Kobe University Symphony Orchestra    73rd Regular Concert

歌劇「魔弾の射手」序曲　作品77 （約10分）

交響詩「レ・プレリュード」作品97（約17分）

交響曲第５番 ホ短調 作品64（約46分） P.I.チャイコフスキー

休　憩（20分）

Ⅰ. Andante-Allegro con anima
Ⅱ. Andante cantabile con alcuna licenza
Ⅲ. Valse. Allegro moderato
Ⅳ. Finale. Andante maestoso-Allegro vivace

Symphony No.5 in E minor Op.64

Les Préludes, S.97

Der Freischütz, Op.77 C.M.v.Weber

F.Liszt

P.I.Tchaikovsky

C.M.v.ウェーバー

F.リスト

指揮　塩月　陽人
コンサートミストレス　阿江　　麗

指揮　髙谷　光信
コンサートミストレス　池田　愛花

指揮　髙谷　光信
コンサートミストレス　阿江　　麗

後援＝兵庫県・神戸市・朝日新聞神戸総局・兵庫県オーケストラ協議会・神戸新聞社
公益財団法人 神戸市民文化振興財団・神戸市教育委員会

2023年12月22日（金）19時開演（21時終演予定）

ご 挨 拶
神戸大学交響楽団顧問 大田美佐子

神戸大学交響楽団団長 道 端 　 天

　本日は神戸大学交響楽団第73回定期演奏会にご来場頂きありがとうございます。縁
あって顧問という名前の応援団長を務めております。
　パレスチナとイスラエルの紛争など世界の至るところで悲しい分断が起きています。四
半世紀前、ユダヤ系指揮者ダニエル・バレンボイムとパレスチナ系文学者エドワード・サ
イードは、中東地域出身の若者たちが共に学ぶためのアカデミーを設立しました。数日前
に新学期を迎えたアカデミーは、「音楽を通してすべてに協働する仲間として、分断され
た世界の掛け橋になる確信を新たにした」とその決意を述べています。アカデミーの創立
理念には、「音楽のみならず、社会の出来事に好奇心を持ち、思慮深い人間を育むこと」
とあり、バレンボイム自身「音楽のハーモニーを体験することを通じて、より深く世界の
不和や不自由について感じ取ることができる」と述べていました。力によって、真の平和
をもたらすことはできません。
　ドラマチックな音楽が並ぶ今日のプログラムの作品は、様々な政治の季節を生き抜いて
今日まで奏でられてきました。共に学び、共に考え協働する神大オケの若者たちもまた、
音楽を通してリアルなユートピアを感じると共に、現実にある分断の悲劇と愚かさについ
て深く学んでいることでしょう。今宵は、貴重なご指導を仰ぎ、表現を磨き、共に奏でる
喜びに満ちた神大オケのサウンドで、平和への深い祈りを皆さんとご一緒に捧げたいと思
います。
　共演してくださる客演指揮の髙谷光信先生。いつも変わらず楽団の演奏活動を支えてく
ださっているトレーナーの先生方に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

響友会会長
（神戸大学交響楽団ＯＢ・ＯＧ会）

八木　秀夫
（1970年入学　チェロ）

　本日は神戸大学交響楽団第73回定期演奏会にご来場賜り誠にありがとうございます。
　当団は2025年に創立110周年の年を迎えます。その長い期間を振り返りますと、第二
次世界大戦 阪神大震災等々さまざまな困難が立ちはだかって参りました。最近において
はコロナ禍で団員全員等が集まることすら難しい時期が続くなど団の維持自体が厳しい状
況にありました。しかし、大学等関係の皆様のご尽力によりやっと通常に近い活動が可能
となって参りました。また、そのような状況下でも前を向き粘り強く努力してきた団員に
も敬意を表する次第です。団員は数年後には社会人になり更なる荒波に揉まれることなる
かと思われますが、現役時代のこれらの貴重な経験は必ずや大きな力として役立つことと
信じます。
　当団のＯＢ・ＯＧ会であります神戸大学響友会と致しましては、団がより充実した活動
を続けられますよう引き続き資金面・精神面等で支援をしていく所存でございます。
本日ご来場の皆様におかれましては、今後とも当団を温かく見守って頂けますようお願い
申し上げます。

　本日はお忙しい中、神戸大学交響楽団第73回定期演奏会にお越しくださり、誠にあり
がとうございます。
　団員を代表して、厚く御礼申し上げます。同演奏会はSummer Concert 2023に続き、
関係者の皆様にご支援、ご協力を賜り、開催させていただく運びとなりました。ご支援し
ていただいた皆様、そして本日お越しの皆様には、心より感謝申し上げます。
　さて、私達 “神大オケ” は新型コロナウィルス感染症によって規制されていた状況の緩
和が行われ、いつでも大学にて練習をすることが出来る環境へと変化しています。楽曲へ
の理解と技術を一層磨く機会がさらに増え、今までの逆境を超えた我々ならではの演奏を
お届けしたいと思います。未熟な点もあるかと存じますが、どうぞ最後まで私たちの演奏
をごゆっくりお楽しみください。
　最後になりましたが、本演奏会を支えてくださる、指揮者の先生、ご指導してくださる
トレーナーの皆様、ＯＢ・ＯＧの皆様、関係者の皆様、そして私たちの表現を楽しみにし
てくださるお客様に、重ねて感謝申し上げます。
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